
【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果 総合戦略掲載 × 過疎計画掲載 ×

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第７期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

2－2－1 －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

38,466,000 38,466,000 38,466,000 115,398,000 38,465,000 38,465,000 115,395,000 38,465,000 38,465,000 38,465,000 38,465,000 153,860,000 384,653,000

34,892,000 33,425,000 38,488,000 106,805,000 38,462,000 0 145,267,000

35,837,247 33,363,304 38,402,969 107,603,520 0 0 107,603,520

95,373,000 95,373,000 95,373,000 286,119,000 95,364,000 95,364,000 286,092,000 95,364,000 95,364,000 95,364,000 95,364,000 381,456,000 953,667,000

98,948,000 100,415,000 95,429,000 294,792,000 95,367,000 0 390,159,000

97,928,061 100,250,248 95,219,053 293,397,362 0 0 293,397,362

133,839,000 133,839,000 133,839,000 401,517,000 133,829,000 133,829,000 401,487,000 133,829,000 133,829,000 133,829,000 133,829,000 535,316,000 1,338,320,000

133,840,000 133,840,000 133,917,000 401,597,000 0 0 133,829,000 0 0 0 0 0 535,426,000

133,765,308 133,613,552 133,622,022 401,000,882 0 0 0 0 0 0 0 0 401,000,882

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

実績との比較
（増減理由）

残渣運搬経費が
予定より減少し
たことによる減
額

残渣運搬経費が
予定より減少し
たことによる減
額

残渣運搬経費が
予定より減少し
たことによる減
額

前年度予算と
の比較

（増減理由）

残渣運搬委託料
の減

前年同額 残渣運搬委託料
の増

残渣運搬委託料
の減

実　績　額 0

事業費予算の
内容

家庭ごみ収集運
搬委託料（北
中・南地区）
残渣物運搬委託
料

家庭ごみ収集運
搬委託料（北
中・南地区）
残渣物運搬委託
料

家庭ごみ収集運
搬委託料（北
中・南地区）
残渣物運搬委託
料

家庭ごみ収集運
搬委託料（北
中・南地区）
残渣物運搬委託
料

事 業 費 合 計 計　画　額 133,829,000

予算計上額 133,829,000

予算計上額 95,367,000

実　績　額

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額 95,364,000

そ の 他 計　画　額 38,465,000

予算計上額 38,462,000

予算計上額

実　績　額

実　績　額

地 方 債 計　画　額

実　績　額

道 費 計　画　額

予算計上額

実施４カ年
合　　　計(6年度)

国 費 計　画　額

予算計上額

 事業開始時の状況・これまでの経
緯

砂川市ごみ処理場に全て搬入していた家庭ごみについて、平成１５年４月よりクリーンプラザくるくるに搬入し、リサイクルの推進を図っている。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

目的
(何のために実施する
のか）

一般廃棄物収集運搬処理に関し、適正かつ効率的に処理することにより、廃棄物の適正な分別、保管、運搬、再生、処
理等を進め、生活環境の保全と公衆衛生の向上を図る。

収集、運搬等に係る業務を業者に委託することにより実施。処理はクリーンプラザくるくるに搬入する。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

市内の各家庭。
各家庭から排出された一般廃棄物を収集、運搬し適正に処理することで生活環境が保全され、公衆衛生の向上が図られ
る。

第　７　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 ごみ収集処理事業 　　―　年度　～　―　年度

事業性質区分 新規・継続 2－1－1 市民生活課環境衛生係



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

計画値 311 311 312 310 310 311 311 311 311

実績値 311 311 310

計画値 3,070,530 3,022,080 2,982,230 2,878,820 2,830,480 2,790,110 2,734,830 2,687,560 2,640,640

実績値 3,121,300 3,049,810 2,928,210

達成されている

変わらない

変わらない

総合評価 良好である

自己分析：
収集内容に変更
は無い。「ク
リーンプラザく
るくる」へ搬入
される家庭ごみ
の委託収集の量
は、前年度と比
べやや減少して
いる。

自己分析：
収集内容に変更
は無い。「ク
リーンプラザく
るくる」へ搬入
される家庭ごみ
の委託収集の量
は、前年度と比
べやや減少して
いる。

自己分析：
収集内容に変更
は無い。「ク
リーンプラザく
るくる」へ搬入
される家庭ごみ
の委託収集の量
は、前年度と比
べ減少してい
る。

判断理由：
ごみの収集量は
計画値より若干
多いものの、分
別収集のルール
も定着してお
り、委託業者と
連携を図り安定
した収集運搬が
行われている事
から良好と判断
した。

自己分析： 自己分析： 判断理由： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 判断理由：

今後の方向性 現状のまま継続

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)

R10：

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（R5、R8、R10）

R5：
平成30年7月から令和7年6月までの収集運搬契約を委託業者と締結し
ていることから、現行の収集内容を基本的に継続しながら、ごみ収
集の状況の変化やより効率的な収集への対応について委託業者と協
議を行っていく必要がある。

R8：

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/回）

310

成果指標１
（単位/kg）

2,926,320

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(6年度)

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：ごみ収集量 指標の求め方：クリーンプラザくるくるに搬入された量

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：ごみ収集回数 指標の求め方：ごみを収集した回数



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果 総合戦略掲載 × 過疎計画掲載 〇

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第７期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 － － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

1,621,000 2,621,000 2,621,000 6,863,000 4,031,000 4,031,000 10,593,000 4,423,000 4,423,000 4,423,000 4,423,000 17,692,000 35,148,000

1,621,000 2,763,000 2,469,000 6,853,000 2,531,000 0 9,384,000

1,839,310 2,742,480 2,292,950 6,874,740 0 0 6,874,740

1,621,000 2,621,000 2,621,000 6,863,000 4,031,000 4,031,000 10,593,000 4,423,000 4,423,000 4,423,000 4,423,000 17,692,000 35,148,000

1,621,000 2,763,000 2,469,000 6,853,000 0 0 2,531,000 0 0 0 0 0 9,384,000

1,839,310 2,742,480 2,292,950 6,874,740 0 0 0 0 0 0 0 0 6,874,740

第　７　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 ごみ処理場環境管理事業 平成12年度　～　―　年度

事業性質区分 新規・継続 2－1－1 市民生活課環境衛生係

目的
(何のために実施する
のか）

水質検査・分析により適正な水質検査を行い周辺地域の環境保全につなげる。 ごみ処理場の水質検査・分析を専門業者に委託する。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

ごみ処理場における浸出水（ダイオキシン類等）。
適正な水質検査を行うことで、周辺地域住民の理解のもと長期間にわたって、ごみ処理場を運営していくことが可能と
なる。

 事業開始時の状況・これまでの経
緯

（旧処理困難物破砕処理事業）
　平成14年10月以前に砂川市ごみ処理場に搬入されたごみは埋立していたが、平成14年10月より砂川地区保健衛生組合の中間処理施設くるくるが稼動したことで、ごみ処理場への搬入ごみは粗大ごみだけとなった。
（旧ダイオキシン類水質検査事業）
  平成12年１月にダイオキシン類対策特別措置法が施行され、ダイオキシン類対策特別措置法対象施設(最終処分場)の適切な維持管理(定期検査)を行う。
（旧浸出水放流水質検査事業）
  平成12年１月にダイオキシン類対策特別措置法が施行され、ごみ処理場における全窒素・カドミュウム・鉛・ヒ素・大腸菌群数・地下水電気導電率等(有害三物質等）の検査が義務付けられ、高度の技術と分析機器類を 必要とすることから民間の分析機関に委託し適切な維持管理を行っている。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(6年度)

計　画　額

予算計上額

実　績　額

地 方 債 計　画　額

実　績　額

そ の 他 計　画　額

予算計上額

予算計上額

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額 2,531,000

予算計上額 2,531,000

実　績　額

事 業 費 合 計 計　画　額 2,531,000

予算計上額 2,531,000

実　績　額 0

事業費予算の
内容

ごみ処理場水質
検査等委託料
ダイオキシン類
検査等委託料

ごみ処理場水質
検査等委託料
ダイオキシン類
検査等委託料
調整池清掃業務
委託料

ごみ処理場水質
検査等委託料
ダイオキシン類
検査等委託料
調整池清掃業務
委託料

ごみ処理場水質検査等
委託料
ダイオキシン類検査等
委託料
モニタリング業務委託

前年度予算と
の比較

（増減理由）

前年同額 ごみ処理場水質
検査の回数を増
やしたことによ
る増

調整池清掃を原
水ピットのみに
したことによる
減

モニタリング業務
委託の増

実績との比較
（増減理由）

検査回数の増に
よる増額
3月補正　220千
円

見積り合わせに
よる減

見積り合わせに
よる減

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

国 費 計　画　額

予算計上額

実　績　額

道 費



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

計画値 11 11 11 11 11 11 11 11 11

実績値 11 11 11

計画値 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実績値 0 0 0

達成されている

変わらない

変わらない

総合評価 良好である

自己分析：
ごみ処理場は地
域住民の理解を
得、連携して維
持管理を行って
いかなければな
らない施設であ
り、環境の悪化
を防ぐための整
備や検査は管理
する自治体の責
務である。
ごみ処理場に係
る維持管理は適
正に行われてい
る。

自己分析：
検査数値は適正
であり、ごみ処
理場に係る維持
管理は適正に行
われている。

自己分析：
検査数値は適正
であり、ごみ処
理場に係る維持
管理は適正に行
われている。

判断理由：
ごみ処理場の安
定した浸出水処
理が実施されて
いることを把握
し、ごみ処理場
の維持管理の適
正化が図られる
ことから良好と
判断した。

自己分析： 自己分析： 判断理由： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 判断理由：

今後の方向性 現状のまま継続

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：水質検査測定箇所数 指標の求め方：浸出水検査・ダイオキシン類検査実施箇所数

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：基準不適合件数 指標の求め方：基準値を上回った件数

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(6年度)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/箇所）

11

成果指標１
（単位/件）

0

R10：

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（R5、R8、R10）

R5：
ごみ処理場の維持管理において、適正な浸出水処理は最も重要なも
のであり、地域住民の理解を得ていくうえでも、当事業の継続は必
要不可欠である。

R8：

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果 総合戦略掲載 × 過疎計画掲載 〇

事業期間

新規(予算) 建設・建設外 建設
第７期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 － － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 25,700,000 23,000,000 87,100,000 29,800,000 29,800,000 116,900,000

17,200,000 46,800,000 64,000,000 38,400,000 0 102,400,000

17,200,000 46,800,000 64,000,000 0 0 64,000,000

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

8,140,000 14,510,000 9,320,000 31,970,000 29,000 8,526,000 8,611,000 6,027,000 4,092,000 10,119,000 50,700,000

15,910,000 6,488,000 83,000 22,481,000 56,000 0 22,537,000

22,781,000 6,000,000 82,000 28,863,000 0 0 28,863,000

8,140,000 14,510,000 9,320,000 31,970,000 25,729,000 31,526,000 95,711,000 35,827,000 0 0 4,092,000 39,919,000 167,600,000

15,910,000 23,688,000 46,883,000 86,481,000 0 0 38,456,000 0 0 0 0 0 124,937,000

22,781,000 23,200,000 46,882,000 92,863,000 0 0 0 0 0 0 0 0 92,863,000

第　７　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 ごみ処理場環境整備事業 令和３年度　～　―　年度

事業性質区分 新規・継続 2－1－1 市民生活課環境衛生係

目的
(何のために実施する
のか）

ごみ処理場の長寿命化 建設後２０数年経過し、老朽化している施設及び設備の修繕・改修を実施する。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

ごみ処理場の施設及び設備。
【参考】建設年：Ｈ６年

施設及び設備を修繕・改修することにより、周辺地域住民の理解のもと長期間にわたって、ごみ処理場を運営していく
ことが可能となるとともに、施設等を延命化する。

 事業開始時の状況・これまでの経
緯

平成６年より供用開始された砂川市ごみ処理場が２度目の計画延長を迎えるにあたり、今後も継続的に処理を続けていく必要があることから、一般的な施設の耐用年数を大幅に超える使用年数を経過しながら大規模な改修事業を行ってこな
かった施設設備の更新を行っていく。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(6年度)

計　画　額

予算計上額

実　績　額

地 方 債 計　画　額 38,400,000

38,400,000

実　績　額

そ の 他 計　画　額

予算計上額

予算計上額

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額 56,000

予算計上額 56,000

実　績　額

事 業 費 合 計 計　画　額 38,456,000

予算計上額 38,456,000

実　績　額 0

事業費予算の
内容

修繕料 修繕料
委託料
工事請負費

工事請負費 工事請負費

前年度予算と
の比較

（増減理由）

計画改修及び延
命化実施設計業
務の実施による
増

計画改修の実施
による増

工事内容による
減

実績との比較
（増減理由）

緊急修繕による
増額
9月補正　6,050
千円

見積り合わせに
よる減

見積り合わせに
よる減

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

国 費 計　画　額

予算計上額

実　績　額

道 費



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

計画値

実績値 13 12 15

計画値 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実績値 0 0 0

達成されている

変わらない

変わらない

総合評価 極めて良好である

自己分析：
ごみ処理場は地
域住民の理解を
得、連携して維
持管理を行って
いかなければな
らない施設であ
り、環境の悪化
を防ぐため恒常
的に処理を行わ
なばならず、整
備は管理する自
治体の責務であ
る。
修繕について
は、発生してい
るが計画的な基
幹的設備の改修
であり、施設機
能が停止するな
どの重大な事故
に結びつくよう
な故障は発生し
ていない。今後
処理を続けるた
めにも継続的な
改修が必要であ
る。

自己分析：
計画延長に向け
た残余容量調査
及び延長後の改
修のための実施
設計を行った。
修繕については
発生している
が、施設機能が
停止するなどの
重大な事故に結
びつくような故
障は発生してい
ない。今後処理
を続けるために
も実施設計の際
に行った機能診
断及び修繕計画
に基づいた継続
的な改修が必要
である。

自己分析：
前年度作成した
実施設計に従っ
た延命化工事を
行った。
修繕については
発生している
が、施設機能が
停止するなどの
重大な事故に結
びつくような故
障は発生してい
ない。今後処理
を続けるために
も修繕計画に基
づいた継続的な
改修が必要であ
る。

判断理由：
老朽化した施設
設備を適切に更
新し、ごみ処理
場の安定した浸
出水処理が実施
されていること
から良好と判断
した。

自己分析： 自己分析： 判断理由： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 判断理由：

今後の方向性 現状のまま継続

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：修繕件数（工事請負件数含む） 指標の求め方：修繕件数（日常的に発生するものであり、将来的な計画値の設定は困難。実績値を把握し、管理する。）

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：施設破損等による事故件数 指標の求め方：施設・設備の破損・故障による事故件数（事故件数は想定外のものであり、計画値は０と設定している。）

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(6年度)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/件）

成果指標１
（単位/件）

0

R10：

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（R5、R8、R10）

R5：
ごみ処理場は一般廃棄物の最終処分場にあたり、施設設備を今後に
おいても適正に維持管理していく必要があることから、当事業の継
続は必要不可欠である。

R8：

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果 総合戦略掲載 × 過疎計画掲載 ×

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第７期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 － － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

125,000 125,000 125,000 375,000 125,000 125,000 375,000 125,000 125,000 125,000 186,000 561,000 1,311,000

125,000 125,000 125,000 375,000 125,000 0 500,000

53,500 40,810 35,500 129,810 0 0 129,810

125,000 125,000 125,000 375,000 125,000 125,000 375,000 125,000 125,000 125,000 186,000 561,000 1,311,000

125,000 125,000 125,000 375,000 0 0 125,000 0 0 0 0 0 500,000

53,500 40,810 35,500 129,810 0 0 0 0 0 0 0 0 129,810

第　７　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 廃棄物減量等推進審議会運営事業 平成４年度　～　―　年度

事業性質区分 新規・継続 2－1－1 市民生活課環境衛生係

目的
(何のために実施する
のか）

市長の諮問に応じて、有識者や福祉、廃棄物処理業者等の団体代表者で構成される廃棄物減量等推進審議会において、
有効な廃棄物の減量対策や適正な処理方法に関する有効な意見を集約して、ごみの減量化や適正な処理を推進する。

市で推進しているごみの減量化や適正な処理に関する施策について、廃棄物減量等推進審議会で審議し、意見を集約し
て市に対して答申する。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

廃棄物減量等推進審議会委員。 有効なごみの減量化や適正な処理についての施策を円滑に立案する。

 事業開始時の状況・これまでの経
緯

ごみの減量化や適正な処理に関する施策について協議を行うため平成５年度に設置され、年１回の定例開催のほか、必要に応じて臨時で開催している。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(6年度)

計　画　額

予算計上額

実　績　額

地 方 債 計　画　額

実　績　額

そ の 他 計　画　額

予算計上額

予算計上額

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額 125,000

予算計上額 125,000

実　績　額

事 業 費 合 計 計　画　額 125,000

予算計上額 125,000

実　績　額 0

事業費予算の
内容

委員報酬
費用弁償

委員報酬
費用弁償

委員報酬
費用弁償

委員報酬
費用弁償

前年度予算と
の比較

（増減理由）

一般廃棄物処理
基本計画策定に
伴い年間3回と
していた開催予
定を例年の2回
とした減

年間2回の開催
予定とし、前年
度と同額の予算
措置

前年同額 前年同額

実績との比較
（増減理由）

年1回の開催に
より、未実施1
回分の減

年1回の開催に
より、未実施1
回分の減

年1回の開催に
より、未実施1
回分及び欠席委
員分の減

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

国 費 計　画　額

予算計上額

実　績　額

道 費



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

計画値 1 1 1 1 1 1 1 1 1

実績値 1 1 1

計画値

実績値

達成されている

変わらない

変わらない

総合評価 良好である

自己分析：
年１回の定例会
議を開催し、一
般廃棄物の状
況、資源ごみ回
収の状況、不法
投棄対策の実施
状況等につい
て、実績を報告
し協議を行うこ
ととしていた
が、新型コロナ
ウイルス感染状
況拡大により書
面会議となっ
た。各家庭及び
事業者から排出
される一人当た
りのごみの量は
前年と比べやや
減少した。

自己分析：
年１回の定例会
議を開催し、一
般廃棄物の状
況、資源ごみ回
収の状況、不法
投棄対策の実施
状況等につい
て、実績を報告
し協議を行っ
た。各家庭及び
事業者から排出
される一人当た
りのごみの量は
前年と比べやや
増加した。

自己分析：
年１回の定例会
議を開催し、ご
み処理場の計画
期間延長に伴う
廃棄物処理基本
計画の変更につ
いて審議を行っ
た。また、一般
廃棄物の状況、
資源ごみ回収の
状況、不法投棄
対策の実施状況
等について、実
績を報告し協議
を行った。各家
庭及び事業者か
ら排出される一
人当たりのごみ
の量は前年と比
べ増加した。

判断理由：
市長の諮問に応
じ、ごみの減量
化や再資源化な
どの協議を行う
組織であり、有
識者や廃棄物処
理業者、市民の
代表で構成され
る委員の協議に
より、ごみ処理
業務の適正化が
図られている事
から良好と判断
した。

自己分析： 自己分析： 判断理由： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 判断理由：

今後の方向性 現状のまま継続

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：審議会開催回数 指標の求め方：回数

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：　　　　　　　　 ― 指標の求め方：成果指標の設定が困難であることから設定しない

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(6年度)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/回）

1

成果指標１
（単位/　）

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)

R10：

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（R5、R8、R10）

R5：
　ごみ処理行政の複雑化に伴い、今後とも廃棄物処理における様々
な検討が必要な状況であり、当組織体制の継続は必要である。
　これまでの当審議会の議題は各種の報告が主なものだったが、更
なるごみの減量化・再資源化が求められている現状から、今後もこ
れらの問題について審議会委員から積極的に意見が出されるよう審
議会の進行に工夫をし、ごみ処理に関する各問題の解決に結び付け
ていく。

R8：

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果 総合戦略掲載 × 過疎計画掲載 ×

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第７期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

6－2－1 －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

2,606,000 2,606,000 2,606,000 7,818,000 1,975,000 1,975,000 5,925,000 1,975,000 1,975,000 1,975,000 1,975,000 7,900,000 21,643,000

2,605,000 2,412,000 2,207,000 7,224,000 1,975,000 0 9,199,000

1,866,000 1,671,344 1,558,128 5,095,472 0 0 5,095,472

2,606,000 2,606,000 2,606,000 7,818,000 1,975,000 1,975,000 5,925,000 1,975,000 1,975,000 1,975,000 1,975,000 7,900,000 21,643,000

2,605,000 2,412,000 2,207,000 7,224,000 0 0 1,975,000 0 0 0 0 0 9,199,000

1,866,000 1,671,344 1,558,128 5,095,472 0 0 0 0 0 0 0 0 5,095,472

第　７　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 資源ごみ団体回収助成事業 平成６年度　～　―　年度

事業性質区分 新規・継続 2－1－1 市民生活課環境衛生係

目的
(何のために実施する
のか）

ごみの減量化・資源化・再利用を図るため、地域ぐるみの資源ごみ団体回収活動を奨励する。
奨励金交付を希望する団体は市に登録申請を行う。
回収量により団体回収に１㎏あたり、３円、協力業者に１㎏あたり１円の奨励金を交付する。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

新聞紙、雑誌等の紙類、空き瓶、空き缶類を回収する町内会や子ども会等の団体とその協力業者 市民のリサイクル意識の向上と資源ごみの減量化。

 事業開始時の状況・これまでの経
緯

本事業の開始以前は、資源物も含めて一般廃棄物として市が回収して、すべて埋立処分を行っていた。なお、平成１４年１０月から一般家庭ごみの有料化が開始されている。
また、行政改革により平成２０年４月１日から回収団体に対する奨励金の額を、これまでの１㎏当り４円から３円に減額している。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(6年度)

計　画　額

予算計上額

実　績　額

地 方 債 計　画　額

実　績　額

そ の 他 計　画　額

予算計上額

予算計上額

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額 1,975,000

予算計上額 1,975,000

実　績　額

事 業 費 合 計 計　画　額 1,975,000

予算計上額 1,975,000

実　績　額 0

事業費予算の
内容

団体回収補助金
91団体
3円×651,087㎏
4業者
1円×651,087㎏

団体回収補助金
91団体
3円×602,963㎏
4業者
1円×602,963㎏

団体回収補助金
91団体
3円×551,567㎏
4業者
1円×551,567㎏

団体回収補助金
88団体
3円×493,540㎏
4業者
1円×493,540㎏

前年度予算と
の比較

（増減理由）

回収量が前年度
を下回ると見込
まれたため減額

回収量が前年度
を下回ると見込
まれたため減額

回収量が前年度
を下回ると見込
まれたため減額

回収量が前年度
を下回ると見込
まれたため減額

実績との比較
（増減理由）

補助金申請の回
収量が予定数量
を下回った事に
よる減

補助金申請の回
収量が予定数量
を下回った事に
よる減

補助金申請の回
収量が予定数量
を下回った事に
よる減

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

国 費 計　画　額

予算計上額

実　績　額

道 費



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

計画値 91 91 91 91 91 91 91 91 91

実績値 79 75 74

計画値 649,000 649,000 649,000 649,000 649,000 649,000 649,000 649,000 649,000

実績値 466,518 417,836 389,534

あまり達成されていない

あまり上がってい
ない

上がっている

総合評価 良好である

自己分析：
計画値に比べ、
申請団体数・回
収量とも減少し
ている。例年と
同じく資源回収
団体の構成員が
減少しているこ
とも原因と思わ
れるが、令和２
年度に引き続き
新型コロナウイ
ルスの影響によ
り活動を控えた
団体が多くみら
れ、回収事業者
による回収品目
の削減や回収要
件の変更も影響
している。今後
も町内会衛生支
部長会議などで
制度の更なる周
知を行い、実施
団体や回収量の
増加を図り、リ
サイクルの推進
に努めたい。

自己分析：
計画値に比べ、
申請団体数・回
収量とも令和２
年度に以来新型
コロナウイルス
の影響により活
動を控えた団体
もみられるが、
活動を休止する
団体も増えてい
る。紙類の減少
により回収金
額、補助金共に
減っているが、
今後も町内会衛
生支部長会議な
どで制度の更な
る周知を行い、
実施団体や回収
量の増加を図
り、リサイクル
の推進に努めた
い。

自己分析：
計画値に比べ、
申請団体数・回
収量とも計画値
を下回ってい
る。紙類の減少
により回収金
額、補助金共に
減っているが、
今後も町内会衛
生支部長会議な
どで制度の更な
る周知を行い、
リサイクルの推
進に努めたい。

判断理由：
今後も市民・事
業者・行政の協
働により、ごみ
の減量化やリサ
イクル化を基本
とした地域社会
づくりに取り組
むことは重要な
ことである。
回収量は減少傾
向にあるが、市
内の資源ごみの
約６割が資源回
収により回収さ
れている実績か
ら良好と判断し
た。

自己分析： 自己分析： 判断理由： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 判断理由：

今後の方向性 現状のまま継続

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：交付申請団体数 指標の求め方：団体回収補助金の申請をした団体数

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：資源ごみ団体回収量 指標の求め方：団体回収により資源回収された量

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(6年度)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/団体
数）

91

成果指標１
（単位/kg）

649,000

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)

R10：

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（R5、R8、R10）

R5：
ごみの減量化・再資源化はごみ処理行政を推進し、ごみ処理の経費
削減を目指すうえで非常に重要なものである。
　現在、当事業は町内会等の団体が自主的な活動を行っており、大
きな成果が得られていると思われるが、実施団体の高齢化や構成員
の減少、排出するごみの性状などにより回収量が年々減少傾向と
なっている。
　特に全体の9割を占める雑誌・新聞類の量の減少が顕著であるが、
電子書籍の普及や購読数の減少によるものと思われ、致し方ないと
考えられる。くるくる搬入量の約半分とほぼ同数が直接回収事業者
に引き渡されていることは、ごみ処理費の軽減に大きく貢献してい
ると考えられるため、今後とも事業を継続していく必要がある。

R8：

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果 総合戦略掲載 × 過疎計画掲載 ×

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第７期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

2－3－1 －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

12,536,000 12,530,000 17,071,000 42,137,000 16,651,000 0 58,788,000

12,597,613 12,668,000 16,861,573 42,127,186 0 0 42,127,186

12,573,000 12,573,000 12,573,000 37,719,000 16,651,000 16,651,000 49,953,000 17,641,000 16,651,000 16,651,000 16,651,000 67,594,000 155,266,000

0 0 0 0

0 0 0 0

12,573,000 12,573,000 12,573,000 37,719,000 16,651,000 16,651,000 49,953,000 17,641,000 16,651,000 16,651,000 16,651,000 67,594,000 155,266,000

12,536,000 12,530,000 17,071,000 42,137,000 0 0 16,651,000 0 0 0 0 0 58,788,000

12,597,613 12,668,000 16,861,573 42,127,186 0 0 0 0 0 0 0 0 42,127,186

第　７　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 ごみ分別収集推進事業 平成12年度　～　―　年度

事業性質区分 新規・継続 2－1－1 市民生活課環境衛生係

目的
(何のために実施する
のか）

ごみの分別について、家庭や事業者に対して理解を得ながら分別を進めることにより、ごみの減量化・再資源化を推進し
循環型社会の推進を図る。

分別収集計画に基づいたごみの分別収集について、家庭や事業者に分別辞典の配布やＬＩＮＥの配信等により理解を促
し、指定ごみ袋等により手数料を徴収して処理費用に充て、ごみの分別収集を推進する。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

市民。 適正なごみの分別収集を市民に浸透し円滑に行うことにより、ごみの分別収集体制が確立される。

 事業開始時の状況・これまでの経
緯

平成12年９月１日からの一般ごみ・ペットボトル・ガラス瓶・粗大ごみの４分類を、平成14年10月１日から可燃・不燃・資源・生ごみ・粗大・危険ごみの６分別の収集体制に変更した。さらには、各ゴミステーションボックス等の集約が図ら
れ、収集を迅速化でき効率的な収集体制が図られてきている。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(6年度)

計　画　額

予算計上額

実　績　額

地 方 債 計　画　額

実　績　額

そ の 他 計　画　額

予算計上額 16,651,000

予算計上額

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額 16,651,000

予算計上額

実　績　額

事 業 費 合 計 計　画　額 16,651,000

予算計上額 16,651,000

実　績　額 0

事業費予算の
内容

ごみ指定袋等作製
委託料
ごみ指定袋等取扱
委託料
（売上の5％を販
売店に支払）
その他事務費

ごみ指定袋等作製
委託料
ごみ指定袋等取扱
委託料
（売上の5％を販
売店に支払）
その他事務費

ごみ指定袋等作製
委託料
ごみ指定袋等取扱
委託料
（売上の5％を販
売店に支払）
その他事務費

ごみ指定袋等作製委託
料
ごみ指定袋等取扱委託
料
（売上の5％を販売店に
支払）
事務費（印本費）

前年度予算と
の比較

（増減理由）

ごみ指定袋の作
製枚数が前年度
を上回ると見込
まれたため増額

ごみ指定袋の作
製枚数が前年度
を下回ると見込
まれたため減額

物価上昇に伴う
作成原価の上昇
に伴う増

ごみ指定袋の作製
枚数が前年度を下
回ると見込まれた
ため減額

実績との比較
（増減理由）

ごみ指定袋の作製
枚数が予定数量を
上回った事による
増
3月補正
160千円

ごみ指定袋の作製
枚数が予定数量を
上回った事による
増
3月補正
138千円

ごみ指定袋の作
製枚数が予定数
量を下回った事
による減

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

国 費 計　画　額

予算計上額

実　績　額

道 費



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

計画値 46,150 46,150 46,150 46,150 46,150 46,150 46,150 46,150 46,150

実績値 48,435 46,598 44,679

計画値 2,150 2,085 2,022 1,902 1,844 1,788 1,734 1,681 1,630

実績値 1,504 1,280 1,270

ほぼ達成されている

上がっている

変わらない

総合評価 普通である

自己分析：
各販売店におけ
る販売枚数が前
年に比べ増えた
ことにより、手
数料の収納額が
増加した。
また、不適切な
排出には警告
シールを貼り回
収しない件数が
前年と比べ減少
しており、今後
も引き続きごみ
出しルールを市
民に周知する必
要がある。

自己分析：
各販売店におけ
る販売枚数が前
年に比べ減った
ことにより、手
数料の収納額が
減少した。
また、不適切な
排出には警告
シールを貼り回
収しない件数が
前年と比べ減少
しており、今後
も引き続きごみ
出しルールを市
民に周知する必
要がある。

自己分析：
各販売店におけ
る販売枚数が前
年に比べ減った
ことにより、手
数料の収納額が
減少した。
また、不適切な
排出には警告
シールを貼り回
収しない件数が
前年と比べ減少
しており、今後
も引き続きごみ
出しルールを市
民に周知する必
要がある。

判断理由：
指定ごみ袋や処
理券を使用した
分別収集は市民
に浸透している
状況であること
から普通と判断
した。

自己分析： 自己分析： 判断理由： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 判断理由：

今後の方向性 現状のまま継続

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：ごみ処理手数料 指標の求め方：指定ごみ袋等処理手数料の収納額

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：間違って出されたごみ件数 指標の求め方：指定したごみに警告シールを貼り付けた件数

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(6年度)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/千円）

46,150

成果指標１
（単位/件）

1,961

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)

R10：

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（R5、R8、R10）

R5：
指定袋や処理券を使用した現在の収集方式は、おおむね市民に浸透
している状況から継続していく必要があるが、今後、新たなごみの
減量化・再資源化につながる取り組みを強化していくことを検討し
ていく。

R8：

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果 総合戦略掲載 × 過疎計画掲載 ×

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第７期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 － － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

6,485,000 6,485,000 6,485,000 19,455,000 4,177,000 4,177,000 12,531,000 4,177,000 4,177,000 4,177,000 4,177,000 16,708,000 48,694,000

5,336,000 4,556,000 4,677,000 14,569,000 4,177,000 0 18,746,000

4,540,500 4,706,100 4,538,000 13,784,600 0 0 13,784,600

17,501,000 17,501,000 17,501,000 52,503,000 22,147,000 22,094,000 66,294,000 22,094,000 22,147,000 22,094,000 22,094,000 88,429,000 207,226,000

18,650,000 19,423,000 20,908,000 58,981,000 22,053,000 0 81,034,000

19,378,514 19,153,208 20,569,608 59,101,330 0 0 59,101,330

23,986,000 23,986,000 23,986,000 71,958,000 26,324,000 26,271,000 78,825,000 26,271,000 26,324,000 26,271,000 26,271,000 105,137,000 255,920,000

23,986,000 23,979,000 25,585,000 73,550,000 0 0 26,230,000 0 0 0 0 0 99,780,000

23,919,014 23,859,308 25,107,608 72,885,930 0 0 0 0 0 0 0 0 72,885,930

第　７　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 し尿収集処理事業 ―　年度　～　―　年度

事業性質区分 新規・継続 2－1－1 市民生活課環境衛生係

目的
(何のために実施する
のか）

未水洗家庭及び事業所のし尿を申込制により収集処理し、衛生的な環境の維持を図る。
申込みに基づきし尿を収集し、奈井江町の処理施設に投入する。収集運搬は委託契約により業者が行う。手数料は現金
で収納したものについては委託業者が金融機関へ納入する。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

未水洗家庭及び事業所。 し尿を適正に収集、運搬、処理し衛生的な生活環境を維持する。

 事業開始時の状況・これまでの経
緯

各家庭のし尿を収集し、処理施設へ運搬する。平成２０年度末に砂奈浦衛生センターを休止としたことから、平成２１年度まで歌志内市衛生センタにて処理を行っていたが、現在、石狩川流域下水道組合加入の１２市町において、下水道処理
施設である奈井江浄化センターでし尿も合わせて処理できるよう平成２７年度から供用を開始した。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(6年度)

計　画　額

予算計上額

実　績　額

地 方 債 計　画　額

実　績　額

そ の 他 計　画　額 4,177,000

予算計上額 4,177,000

予算計上額

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額 22,053,000

予算計上額 22,053,000

実　績　額

事 業 費 合 計 計　画　額 26,230,000

予算計上額 26,230,000

実　績　額 0

事業費予算の
内容

し尿処理収集運
搬委託料
手数料収納委託
料
　
その他事務費

し尿処理収集運
搬委託料
手数料収納委託
料
　
その他事務費

し尿処理収集運
搬委託料
手数料収納委託
料
　
その他事務費

し尿処理収集運
搬委託料
手数料収納委託
料
　
その他事務費

前年度予算と
の比較

（増減理由）

手数料収納委託
料の減

手数料収納委託
料の減

入札に伴う再積
算による委託料
の増

入札に伴う再積
算による委託料
の増

実績との比較
（増減理由）

手数料収納委託
料の減

手数料収納委託
料の減

手数料収納委託
料の減

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

国 費 計　画　額

予算計上額

実　績　額

道 費



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

計画値 1,250 1,237 1,225 1,200 1,187 1,175 1,162 1,150 1,137

実績値 1,065 1,035 982

計画値 912,000 902,880 893,760 875,520 866,400 857,280 848,160 839,040 829,920

実績値 726,000 726,520 712,100

達成されている

少し上がっている

変わらない

総合評価 良好である

自己分析：
下水道や浄化槽
の普及、人口減
少により、前年
に比べし尿処理
件数及びし尿処
理量が減少して
いる。

自己分析：
前年に比べし尿
処理件数は減
少、し尿処理量
が若干増加して
いる。

自己分析：
前年に比べし尿
処理件数及びし
尿処理量が減少
している。

判断理由：
し尿の収集・運
搬・投入につい
ては現在の委託
業者により問題
なく業務が行わ
れていることか
ら良好と判断し
た。

自己分析： 自己分析： 判断理由： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 判断理由：

今後の方向性 現状のまま継続

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：し尿処理件数 指標の求め方：し尿を収集し、処理施設へ搬入した件数

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：し尿収集量 指標の求め方：し尿を収集し、処理施設へ搬入した量

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(6年度)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/件）

1,212

成果指標１
（単位/ℓ）

884,640

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)

R10：

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（R5、R8、R10）

R5：
令和5年7月から令和11年8月までの収集運搬契約を委託業者と締結し
ていることから、現行の収集運搬業務を基本的に継続しながら、状
況に応じて委託業者と協議を行いながら事業を行っていきたい。

R8：

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)


